
時代の天皇

１．
音声を聞いて、時代の天皇とその
キーワードを復唱しましょう。

２．
声に出して問題に答えるようにしま
しょう。

３．
書けるようになりましょう。

時代の天皇とそのキーワードを書け
るようになったら、この単元は、ク
リアです。

がんばってください。

平安

鎌倉

飛鳥

奈良

室町

天武天皇

聖武天皇

推古天皇

天智天皇

桓武天皇

後鳥羽上皇

後醍醐天皇

白河上皇

後白河上皇



時代の天皇

１．
音声を聞いて、時代の天皇とその
キーワードを復唱しましょう。

２．
声に出して問題に答えるようにしま
しょう。

３．
書けるようになりましょう。

時代の天皇とそのキーワードを書け
るようになったら、この単元は、ク
リアです。

がんばってください。

桓武天皇 白河上皇

後白河上皇

平安

後鳥羽上皇

鎌倉

推古天皇 天智天皇

天武天皇
飛鳥

聖武天皇

奈良

後醍醐天皇

室町

壬申の乱

天武天皇

仏教 国分寺

国分尼寺 東大寺

聖武天皇

聖徳太子 蘇我馬子

推古天皇

大化の改新 中臣鎌足

天智天皇

平安京

桓武天皇

鎌倉幕府 承久の乱

後鳥羽上皇

足利尊氏 建武の新政

後醍醐天皇

藤原氏 上皇

院政

白河上皇

保元の乱 平治の乱

平清盛

後白河上皇



中臣鎌足（後の藤原鎌足）と中大兄皇子（後の 天智天皇）

蘇我馬子

子の大友皇子 VS. 弟の大海人皇子

壬申の乱
天智天皇の後継者争い

乙巳(いっし)の変

大化の改新： 天皇中心の国づくりが加速する
・公地公民制

豪族が支配していた土地・人民を国家が支配する

・班田収授法
戸籍を作り、公地を公民に分け与え、死ぬと国に返させる

大海人皇子が
勝利

子の蘇我蝦夷と孫の蘇我入鹿

飛鳥時代

大海人皇子が 天武天皇になる

天智天皇 が
亡くなる

蘇我氏

聖徳太子（摂政）

天皇中心の国作りを始める

・十七条の憲法
役人たちの道徳的かつ政治的な指針

・冠位十二階
能力と実績に基づく階級制度

・遣隋使の派遣
遣隋使に、小野妹子が選ばれる

唐や新羅に負けない国作り
中国にならった律令や都、歴史書を作るように命じる

701年に大宝律令が完成



推古天皇

中臣鎌足（後の藤原鎌足）と中大兄皇子（後の天智天皇）

蘇我馬子

子の大友皇子 VS. 弟の大海人皇子

壬申の乱
天智天皇の後継者争い

乙巳(いっし)の変

大化の改新： 天皇中心の国づくりが加速する
・公地公民制

豪族が支配していた土地・人民を国家が支配する

・班田収授法
戸籍を作り、公地を公民に分け与え、死ぬと国に返させる

大海人皇子が
勝利

子の蘇我蝦夷と孫の蘇我入鹿

飛鳥時代

大海人皇子が天武天皇になる

天智天皇が
亡くなる

蘇我氏

聖徳太子（摂政）

天皇中心の国作りを始める

・十七条の憲法
役人たちの道徳的かつ政治的な指針

・冠位十二階
能力と実績に基づく階級制度

・遣隋使の派遣
遣隋使に、小野妹子が選ばれる

唐や新羅に負けない国作り
中国にならった律令や都、歴史書を作るように命じる

701年に大宝律令が完成



奈良時代

・仏教の力により、伝染病や災害などの不安から国家を
守るべく、国ごとに国分寺 と国分尼寺 を作らせる。
東大寺 は、国分寺の中でも特に規模が大きく、国の中
心としての役割を担っていた。

・開墾を進めるため、墾田永年私財法を出し、新しく開
拓した土地は、租を収めることと引きかえに、いつまで
も私有地と認める。貴族や寺院の私有地は、荘園と呼ば
れるようになる。

行基

・一般の人々に仏教を布教して歩き、人々とともに橋
やため池を作る。

鑑真

・遣唐使とともに来日し、日本に正式な仏教の教えを
伝える。

仏教による
繁栄

・律令国家の新しい都として、

平城京が造られる



奈良時代

・仏教の力により、伝染病や災害などの不安から国家
を守るべく、国ごとに国分寺と国分尼寺を作らせる。
東大寺は、国分寺の中でも特に規模が大きく、国の中
心としての役割を担っていた。

・開墾を進めるため、墾田永年私財法を出し、新しく
開拓した土地は、租を収めることと引きかえに、いつ
までも私有地と認める。貴族や寺院の私有地は、荘園
と呼ばれるようになる。

行基

・一般の人々に仏教を布教して歩き、人々とともに橋
やため池を作る。

鑑真

・遣唐使とともに来日し、日本に正式な仏教の教えを
伝える。

仏教による
繁栄

聖武天皇・律令国家の新しい都として、

平城京が造られる



平安時代

・都を平安京 に移す。
・東北地方を支配するために、 
上田村麻呂 を 征夷大将軍に任命する。

・新しい仏教を伝える最澄と空海を保護する。

藤原道長

・娘を皇后にし、孫を天皇にし、摂関政治を行う。

・院政 を行い、藤原氏 から朝廷の権力を取り戻す。

藤原氏による摂関政治

後白河天皇 VS. 崇徳上皇 平清盛 VS. 源義朝

保元の乱
天皇と上皇の権力争い

平治の乱
平氏の勢力の拡大

平清盛と源義朝が味方した
後白河天皇が勝利

・後白河上皇の院政を助ける
・武士として初めて太政大臣となる
・日宋貿易の利益に着目し、神戸の港を整備する

天皇

貴族

上皇

武士

権力の
移り変わり

平清盛
が勝利

鳥羽上皇

鳥羽上皇が
亡くなる

・紫式部 「源氏物語」
・清少納言「枕草子」



平安時代

桓武天皇

・都を平安京に移す。
・東北地方を支配するために、 
上田村麻呂 を 征夷大将軍に任命する。

・新しい仏教を伝える最澄と空海を保護する。

藤原道長

・娘を皇后にし、孫を天皇にし、摂関政治を行う。

白河上皇

・院政を行い、藤原氏から朝廷の権力を取り戻す。

藤原氏による摂関政治

後白河天皇 VS. 崇徳上皇 平清盛 VS. 源義朝

保元の乱
天皇と上皇の権力争い

平治の乱
平氏の勢力の拡大

平清盛と源義朝が味方した
後白河天皇が勝利

平清盛

・後白河上皇の院政を助ける
・武士として初めて太政大臣となる
・日宋貿易の利益に着目し、神戸の港を整備する

天皇

貴族

上皇

武士

権力の
移り変わり

平清盛
が勝利

鳥羽上皇

後白河
上皇

鳥羽上皇が
亡くなる

・紫式部 「源氏物語」
・清少納言「枕草子」



鎌倉時代

源頼朝

・全国を統治するために、守護と地頭という役職を設置する
・征夷大将軍 に任命され、鎌倉に幕府を開く。

＜鎌倉幕府＞
将軍（幕府のトップ）と御家人（武士）は、土地を仲立ちに
お互いを支えあう「御恩と奉公」の関係で結ばれる

源頼朝の頼朝の妻の北条政子

三代目執権

北条泰時
八代執権

北条時宗

二代目、三代目将軍が暗殺

承久の乱
幕府を倒そうと兵を挙げる

政子の訴えによって、幕府側の御家人は
結束を固め、朝廷側に勝利

源氏の将軍は三代で途絶えるが、
幕府は、藤原氏や皇族を将軍に
むかえ、将軍は九代まで続く。

北条氏による執権政治

・朝廷を監視するために、
六波羅探題を設置する

・武士の法律の見本となる、
御成敗式目を定める

・モンゴル（元）の2度にわ
たる襲来（文永の役、弘安の
役）に対応する

幕府が勝利



鎌倉時代

源頼朝

・全国を統治するために、守護と地頭という役職を設置する
・征夷大将軍 に任命され、鎌倉に幕府を開く。

＜鎌倉幕府＞
将軍（幕府のトップ）と御家人（武士）は、土地を仲立ちに
お互いを支えあう「御恩と奉公」の関係で結ばれる

源頼朝の頼朝の妻の北条政子後鳥羽上皇

三代目執権

北条泰時
八代執権

北条時宗

二代目、三代目将軍が暗殺

承久の乱
幕府を倒そうと兵を挙げる

政子の訴えによって、幕府側の御家人は
結束を固め、朝廷側に勝利

源氏の将軍は三代で途絶えるが、
幕府は、藤原氏や皇族を将軍に
むかえ、将軍は九代まで続く。

北条氏による執権政治

・朝廷を監視するために、
六波羅探題を設置する

・武士の法律の見本となる、
御成敗式目を定める

・モンゴル（元）の2度にわ
たる襲来（文永の役、弘安の
役）に対応する

幕府が勝利



室町時代

・足利尊氏を味方につけ、鎌倉幕府を倒す。
・天皇中心の新しい政治（建武の新政）を行う。
武士の政治を否定し、貴族を重視する政策をとる。

・吉野にのがれ、朝廷を主張し、南朝が生まれる。
・京都に天皇を立て、北朝が生まれる。
・征夷大将軍に任命され、室町時代を開く。

武士の不満を
受けて挙兵

南北朝時代が約６０年続く
天皇が２人、朝廷が２つある時代

・南北朝を統一
・倭寇をとりしまり、日明貿易（勘合貿易）を始める

・応仁の乱
将軍のあとつぎ問題をめぐって
守護大名の細川氏と山名氏が対立

戦国時代

足利義満

足利義政

建武の
新政

室町時代 安土桃山時代

南北朝時代 戦国時代

室町時代

重なる時代



室町時代

後醍醐天皇

・足利尊氏を味方につけ、鎌倉幕府を倒す。
・天皇中心の新しい政治（建武の新政）を行う。
武士の政治を否定し、貴族を重視する政策をとる。

・吉野にのがれ、朝廷を主張し、南朝が生まれる。
足利尊氏

・京都に天皇を立て、北朝が生まれる。
・征夷大将軍に任命され、室町時代を開く。

武士の不満を
受けて挙兵

南北朝時代が約６０年続く
天皇が２人、朝廷が２つある時代

・南北朝を統一
・倭寇をとりしまり、日明貿易（勘合貿易）を始める

・応仁の乱
将軍のあとつぎ問題をめぐって
守護大名の細川氏と山名氏が対立

戦国時代

足利義満

足利義政

建武の
新政

室町時代 安土桃山時代

南北朝時代 戦国時代

室町時代

重なる時代
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